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後 部 尿 道 乳 頭 腫 の1例
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   A 41-year-old male presented with gross hematuria and was found to have a polypoid lesion of 

the prostatic urethra. This proved to be an adenomatous polyp with prostatic type epithelium. 

Transurethral resection was performed on August 3, 1985. He had no evidence of recurrence fol-

lowing the operation. Previously reported cases of relevance are briefly discussed. 
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緒 言

男子尿道良性腫瘍は比較的稀な疾 患 とされ,な かで

も尿道乳頭腫の報告例は少ない.今 回われわれは後部

尿道に発生 した乳頭腫の1例 を経験 したので若干の文

献的考察を加え報告す る.

症

患者:41歳,男 性

主訴:肉 眼的 血 尿

初診=1985年3月27日

例

家族 歴 ・既 往 歴=特 記 す べ き こ とな し

現病歴:1985年3月26日,肉 眼 的 血 尿 を認 め た ため

同27日 当科 外来 を 受診 。 初 診 時 の 尿 検 査 で はRBC

lo～15!hpfと 顕 微 鏡 的血 尿で あ った.排 尿障 害,排

尿時痛 は認 めな か った.尿 道膀 胱 鏡 を 施 行 した と ころ

前立腺部 尿道 の4時 か ら8時 にか け て 樹 枝 状隆 起 性 病

変の集籏を認 め た が膀 胱 内に は異 常 は な か った.4月

10日,病 変 の一 部 を生 検 し,病 理 学 的 にadcnoma-

touspolypswithprostatictypeepitheliumと 診

断され た,

入院時 現症:体 格栄 養 中 等 度,一 般 状 態 良好 で あ

り,理 学 的 に異 常 所 見を 認 め な か った.両 側精 巣,精

巣上体に 異常 な く,前 立 腺 は触 診 上 示 指 頭 大,弾 性 軟

で表面平 滑 であ った,

入 院時 検 査所 見:(血 液 学的 検 査)RBC479×104/

mrn3,WBC7,400/mm3,Hb15.6g/dl,Ht45.0%

(血 液 生化 学 的 検査)T.P.6.Og/dl,BUNI4rng/dl,

Cro.8mg/dl,Na140mEq/l,K4.omEq/l,Cllo8

mEq/l,Ca9.Omg/dl,P2.8mg/dl,GOT271UIL

GPT391u/1,AIP531u/1,LDHl571u/l,血 沈

30分 値,4mm,60分 値7mm,CRP(一),Ccr79,1

1/day.(尿 所 見)蛋 白(一),糖(一),RBC7～8/

hpf,wBc1～2/hpf,上 皮(一),細 菌(一).(精 液

所 見)量2.5ml,精 子 数50×106/ml,RBC10～15/

hpf,WBCO～1/hpf.(X線 検査)IVP上 は上 部 尿路

の異 常 所 見やUCGで の尿 道 の陰 影 欠 損 な ど は 認 め

られ なか った(Fig.1,2).

(尿 道 膀 胱 鏡所 見)精 阜 の や や膀 胱 側 の前 立腺 部尿 道

に4時 か ら8時 に か け て多 数 の樹 枝 状 隆起 性 ポ リー プ

が 連続 して 認 め られ た,前 立 腺 の腫 大 は な く,内 尿道

口 も正 常で あ った(Fig.3).

治療 経 過:1985年8月3日 腰麻 下 にTURを 施 行

した.術 後 経 過 は良 好 で7日 後に 退院 し,現 在 外 来通

院 中 で あ るが 乳 頭腫 の再 発,血 尿 な どは認 め てい な い.

病理 組織 学 的 所 見:切 除 組 織 は 前立 腺 腺 管 上皮 に よ

く似 た 高 い 円柱 状 の淡 明な 胞体 を 持 つ細 胞 上 皮 でお お

わ れ,管 腔を 形 成 し,一 部表 面 は 乳 頭 状 に増 殖 して い

た.管 腔 内へ の 乳頭 状 増 殖 も認 め られ る が,細 胞異 形

性 は な か った.ま た基 部 へ の 浸潤 傾 向 もな く良性 腫瘍
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と考えられた(Fig.4).酵 素抗体法に よる前立腺 酸性

フォスフ7タ ーゼお よび前立腺特異抗体染色で,い ず

れ も上皮細胞質 内に褐色穎粒が染色 され前立腺上皮由

来 と考 えられた(Fig.5,6).以 上の所見 よ り本症例 は

Fig.6.
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北 野,ほ か:尿 道 乳頭 腫 ・Adenomatouspolyps

adenomatouspolypswithprostatictypeepithe-

liu皿 と診 断 され た.

考 察

本疾患 は1913年Randalli)が30歳 の 男性 の 後 部尿

道ポ リー プと して報 告 した の が最 初 で,そ の 後1962年

Nesbit2)が 前 立 腺 上 皮 由 来 で あ る こ と を 立 証 し,

1967年Gutierrez3)がectopicprostatictissueと

命名 した.現 在,男 子 尿道 腫 瘍 の分 類 と してAFIP

分類4)が よ く用い られ てお り(Table1),こ れ に よ る

と本疾患 はadenomatouspolypswithprostatic

typeepitheliumに あ た る.Gutierrez以 降 も本疾

患につ い て い くつ か の報 告 が あ るが5『7),Butterick

ら8)は 本 症例68例 につ い て ま とめ て い る.そ れ に よ る

と発生年 齢 は平均31歳 で 大 部分 が16歳 か ら35歳 に集 中

し,最 年 少 は13歳 であ る.い ず れ も思春 期 以 降 にみ ら

れる ことか らホ ル モ ンの何 らか の影 響 に よ り本症 が 発

生する もの と考 え られ て い る.自 覚症 状 と しては 血 尿

が最 も多 く,そ の他 に 頻 尿,排 尿 困難 も しぽ しば 認 め

Table1.AFIPclassification

i)Polypsandpapilloma5

①Transitionalepithelium

oPolypoidurethritis

oSimplefibrouspolyp

oTransitionalcellpapilloma

②Columnerepitheiium

oAdenomatouspolypswithprostatictypeepithelium

③Squamousepithelium

oSquamouspapillomasofthecondylomatype

::)Carcinoma

①TranSitionalcellcarCinOma

(Z)SquamouscelTcarcin。ma
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られ る と して い る.発 生 部位 と して は大 部分 がveru-

montanum周 辺 で あ る.

本 邦 例に つ い ては そ の 名称,分 類 な どに 多少 の 混 乱

がみ られ るた め,正 確 な症 例 数 を把 握 しが た いが,調

べ 得 た 限 りで は36例 で あ った.平 均 年 齢 は55.8ueと 前

述 したButterickの 報告 と比 べ 高 い が,こ の 差 は人

種 的 な もの か,あ るい は他 の 原 因に よ る もの か は不 明

であ る(Table2).自 覚 症 状 と し て は血 尿 が 最 も多

く,つ いで 血精 液 症,排 尿 困 難 の順 で,頻 尿 は1例 に

認 め られ るの み であ った。 発 生 部位 と して は 前 立腺 部

尿 道 が大 部 分 で あ る.自 験 例 は血 尿 を主 訴 と したが,

同時 に血 精液 症 も認 め られ,発 生 部 位 は前 立 腺部 尿 道

で あ った.本 症 の発 生機 序 に つ いて は い くつ か の説 が

あ るが,Nesbitは 胎 生 期 に前 立 腺上 皮 が そ の発 生 過

程 に お いて 尿道 壁 内 に陥 入 で きず,な ん らか の機 転 で

尿 道腔 内に突 出 した もの と推 測 して い る.そ して,こ

の ポ リー プが前 立 腺 上皮 由来 で ある ことは,ア ゾ染 色

に て前 立 腺 酸 フ ォス フ ァター ゼ穎 粒 が 円柱 上皮 細 胞 に

存在 す る こ とに よ り証 明 した.治 療 と して は 大部 分 が

TURを 行 って い るが,本 症 は 一般 に再 発 を認 め ず 良

好 な予 後 を得 て い る.し か し な が らWalkerら1s)の

報 告 に あ る よ うに,稀 にpapillaryadenocarcinoma

が混 在 してい る場 合 が あ るた め,詳 細 な 組織 学 的 検索

は必 要 で あ ろ う.本 疾 患 の報 告 は未 だ 少 な いが,原

ら14)の報告 の よ うに 一 施 設 にて 多数 認 め られ た 例 が あ

る こ とか ら,決 して稀 な疾 患 で は な い と考 え られ る.

青 壮 年 者 で の原 因不 明の 血尿 や 血精 液 症 の場 合 に は本

疾 患 の 可能 性 も念頭 に 入 れ て充 分 な検 索 をす る必要 が

あ る と思 われ る.

結 語

血尿を主訴 として来院 した後部尿道乳頭腫の1例 を

Table2.AdenomatouspolypswithprostatictypeepitheliuminJapan

・・f・・e・ce・ 隠ofAg・(・ea・) Chiefcomplaint Localization

Nagano(丁970)c9,161(61)hematuria

Koyanagi(1972)clol619～57〔36)hematuria

Kawakura(1974)Cll,

Nakamura(1974》Cl2,

Abe(1977){t3)

Hara(19η)t14)

Matsushita(1978)tls,

Adachi(19國)`161

Aoeda(19別)Cl7,

ourcase(1985)

2

1

1

21

34～39(36)

44(44)

69(69)

21～63(42)

180(80)

175(75)

174(74)

141(41)

hematospermia

hematur

hematur

hematur

hematur

a

a

a

a

dysuria

dysuria

dysuria

potlakisuria

hernaturia

4cases

2cases

2cases

18cases

hematospermia3cases

lcase

bladder

prostaticurethra6case5

prostaticurethra2cases

Prostaticurethra

bladder

Prostaticurethra210ases

Prostaticurethra

Prostaticurethra

bladder幽neck

Prostatiourethra

3619～80(55.8}

hematuria27cases

hematospermia5cases

dysuria3cases

poilakisurialcase

Pr◎staticurethra33cases

bladder3cases
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報告 し,若 干の文献的考察を加えた.

本論文の要旨は第113回 日本泌尿器科学会関西地方会にて

発表した.
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